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【緒言】固体表面のぬれ性には、静的なぬれ性を示す接触角と、動的なぬれ性を示す滑落角(液滴

が滑り出す傾斜角度)がある。接触角は固体、液体、固液界面の表面張力のつり合いによって説明

されるが、一方で滑落角の要因については諸説あり、いまだ明確な答えはない。そこで我々は拡

張 Fowkes 理論に基づく表面張力の成分わけに着目し、固体表面の物性から、動的ぬれ性の要因に

ついて考察した。 

【実験】固体表面として、純水に対する接触角が同程度で、滑落角が大きく異なる CYTOP(AGC 

製)、単分子膜 FAS-17(信越化学工業社製)と、各種樹脂の中から中程度の滑落角を示すポリプロピ 

レン(PP)を選択した(図 1)。ぬれ性を評価する液体として、表面張力の各成分の値が既知の液体の 

中から、極性力の大きい純水と、分散力のみをもつヘキサデカン(HD)、分散力と極性力をもつ 

テトラブロモエタン(TBE)を選択した[1]。 

各固体に対する各液体の接触角、滑落角を接触角計(DM-501 協和界面科学社製)を用い測定した。 

【結果・考察】液体の既知の表面張力、分散力、極性力の値と、固体表面毎に得られた接触角か 

ら拡張 Fowkes 理論により、各固体の表面張力の成分わけを行い分散力、極性力を求めた。 

同時に、これらの滑落角を測定し、固体表面の極性力との相関を評価した(図 2)。固体表面の極 

性力と滑落角は正の相関を示すことが分かった。この結果より、固体の極性力に由来する固液界 

面の静電気的な引力が滑落角を決定する大きな要因であると考えている。 

             

 

              

 

 

         

 

  

 

 

図 1 接触角、滑落角まとめ(純水 10μℓ)        図 2 滑落角と極性力の相関 

[1] 北崎 寧昭, 畑 敏雄, 日本接着協会誌, vol.8 , 131-141 (1972)        
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